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8月 29日［土］の不来方高校文化祭「翔鶴祭」の開催に合わ

せ、工芸実習室で「第 2回中学生デッサン講習会」が開かれま

した。県内全域から美工コースに興味のある中学生をお迎えし

て、今回は 105分のデッサンと 30分の講評会に取り組みまし

た。その講座のポイントは、「固有色＋陰影＋存在感を表す影

と反射光」です。まずは、第 1回講習会の復習。2回目からの

参加者もいますので前回のテーマのひとつ「構図」に触れ、今

回の担当教員が、全員を集めてデモンストレーションしまし

た。はじめに伝えたかったのは、「描く姿勢」。題材の正面に

座り画板の位置を調整、視点を一定に保つように…。それから

描く内容説明に入りました。「さあ描こう。」形や大きさを軽

く描いたら、箱の白とピーマンの緑を鉛筆の濃淡で表現。それ

からそれぞれの立体感を表現するために鉛筆のトーンを重ね

ます。鉛筆を動かす方向も大切ですね。後半は時間をかけて箱

の素材やピーマンの質感を表現し、箱やピーマンと机の接地面

や、光源によってできる「影」の強さ、反射によってできる複

雑な明るさに注目してその「存在感」の表現にも挑戦しました。

参加された中学生のみなさんいかがでしたか。次回は 12月に

人物クロッキーの講習会を計画しています。11月後半に岩手教

育情報交流ネットを通じて県内各中学校へお知らせするとと

もに本校ホームページにも募集要項を掲載予定です。 

第 2 回中学生デッサン講習会報告 

岩手県予防医学協会 Big Waffleギャラリーホール［盛岡市

北飯岡四丁目 8-50］に 8月 3日（月）～31日（月）まで版画

選択者の作品 14点を展示させていただきました。題して「版

の花Ⅱ」。小さな銅版画ですがこんなに綺麗に展示していた

だきました。また多くの感想をおよせいただきありがとうご

ざいました。芸術学系美術・工芸コースは、アートで社会と

つながる試みを少しずつ進めています。 
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[駅のパンやさん]の展示の様子です。 

上 教員の説明 中 デッサン中の中学
生 下 制作後の講評会。 
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看板、感想ノートも設置して頂きまし
た。額装もきれいです。 


